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 私たち前生徒会役員は一年間東中のためにがんばってきました。ですから、本日はこ

のようなかたちでみなさんに見届けてもらうことができ、とてもうれしく感じています。

そして、このような場を設けてくださった先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。こ

の場をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。ま

た、私たち前生徒会役員がここまで活躍し、今日という日を迎えることができたのは、

生徒のみなさんのおかげです。心から感謝を申し上げたいと思います。本当にありがと

うございました。そして、一年間を共に過ごしてきた生徒会役員のメンバーのみなさん、

お疲れさまでした。私は、このメンバーにいつも助けられてきました。感謝の気持ちし

かありません。こんなおれを今まで支えてくれて本当にありがとう。 

 今、こうやってみなさんの前で話していると一年前のことを思い出します。一年前の

引継ぎ式は、校庭で行ったのでとても寒く、ガタガタ、ブルブル震えながら任命証をも

らったのを覚えています。あれから一年がたったと思うと、長かったようで短く感じ、

いろいろあったなと、しみじみとした心境です。 

 私が生徒会長になって、大変だったと思うことは、こうやって大勢の人の前で話す機

会が多いことです。部活動に塾にと忙しく、それに加えて、行事があるごとに作文を書

いてみなさんの前で話すというのは、思ったよりも大変でした。話すのは緊張するし、

恥ずかしいし、疲れるし、正直なところ、面倒くさいと思っていました。しかし、会長

として仕事をするにつれて自覚と責任が芽生え、やりがいを感じるようになりました。

そして、今では、緊張しながらも、楽しみながら話せるようになりました。きっと社会

に出ても話すことは大事だと思います。一年間がんばってきて、自分にもプラスになっ

たので、うれしく感じます。 

 一年前に私はこういうことを言いました。「フレンドリーな生徒会」。私自身は、これ

を大切にしていました。生徒会役員は、みなさんよりも上の立場でしょうか。いや、そ

うではありません。みなさんと何も変わりません。同じものを着て、同じものを食べ、

同じ授業を受けます。何も変わらないのです。ですから、「あいつ生徒会だからさ」な

どと、否定的な考えは抱かないでください。誰が生徒会役員に入ったとしても、変わら

ずに接してください。これは、私からみなさんへの、最初で最後のお願いです。約束で

す。よろしくお願いします。 

 そして、新生徒会役員のみなさん。当選おめでとうございます。一方で、落選してし



まった人もいます。そういう人たちの分まで東中を盛り上げてください。そして、役職

など関係なく、全員で立派な生徒会を作り上げてください。今後の活躍を期待していま

す。 

 最後になります。生徒会とは生徒全員を指すものです。ぜひ、学校生活を楽しんでく

ださい。ぜひ、全力でぶつかってください。そうやって、生徒全員で東中をよりよいす

ばらしい学校にしてください。また、力を入れるのも抜くのも自分次第。もし、疲れた

とき、辛いときは力を抜いてください。喜びと苦しみを分かち合ってこの学校でよかっ

たと思える仲間、思い出を作ってください。みなさんが楽しく学校生活を送ることを願

っています。以上の言葉を残し、私の話を終わりにいたします。最後までお聴きくださ

りありがとうございました。 


